
平
成
十
三
年
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
二
号

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実

施
す
る
た
め
、
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
用
語
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
特
定
認
証
業
務
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
電
子
署
名
の
安
全
性
が
次
の
い
ず
れ
か
の
有
す
る
困

難
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
二
つ
の
素
数
の
積
で
あ
る
二
千
四
十
八
ビ
ッ
ト
以
上
の
整
数
の
素
因
数
分
解

二
　
大
き
さ
二
千
四
十
八
ビ
ッ
ト
以
上
の
有
限
体
の
乗
法
群
に
お
け
る
離
散
対
数
の
計
算

三
　
楕
円
曲
線
上
の
点
が
な
す
大
き
さ
二
百
二
十
四
ビ
ッ
ト
以
上
の
群
に
お
け
る
離
散
対
数
の
計
算

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
相
当
す
る
困
難
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
が
認
め
る
も
の

（
認
定
の
申
請
）

第
三
条
　
法
第
四
条
第
二
項
の
申
請
書
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
四
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

二
　
申
請
者
が
法
第
五
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

三
　
法
第
六
条
第
一
項
各
号
の
認
定
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

（
業
務
の
用
に
供
す
る
設
備
の
基
準
）

第
四
条
　
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
申
請
に
係
る
業
務
の
用
に
供
す
る
設
備
の
う
ち
電
子
証
明
書
（
利
用
者
が
電
子
署
名
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
事
項
（
以
下
「
利
用
者
署
名
検
証
符
号
」
と
い
う
。
）
が
当
該
利
用
者

に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
作
成
又
は

管
理
に
用
い
る
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
設
備
（
以
下
「
認
証
業
務
用
設
備
」
と
い
う
。
）
は
、
入
出
場
を
管
理

す
る
た
め
に
業
務
の
重
要
度
に
応
じ
て
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
認
証
業
務
用
設
備
は
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
不
正
な
ア
ク
セ
ス
等
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
認
証
業
務
用
設
備
は
、
正
当
な
権
限
を
有
し
な
い
者
に
よ
っ
て
作
動
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
認
証
業
務
用
設
備
の
動
作
を
記
録
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
証
業
務
用
設
備
の
う
ち
電
子
証
明
書
の
発
行
者
（
認
証
業
務
の
名
称
に
よ
り
識
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
業
務
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
て
第
二
条
の
基
準
に

適
合
す
る
も
の
を
行
う
た
め
に
発
行
者
が
用
い
る
符
号
（
以
下
「
発
行
者
署
名
符
号
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し

又
は
管
理
す
る
電
子
計
算
機
は
、
当
該
発
行
者
署
名
符
号
の
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
有
す

る
専
用
の
電
子
計
算
機
で
あ
る
こ
と
。

五
　
認
証
業
務
用
設
備
及
び
第
一
号
の
措
置
を
講
じ
る
た
め
に
必
要
な
装
置
は
、
停
電
、
地
震
、
火
災
及
び
水
害

そ
の
他
の
災
害
の
被
害
を
容
易
に
受
け
な
い
よ
う
に
業
務
の
重
要
度
に
応
じ
て
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
。

（
利
用
者
の
真
偽
の
確
認
の
方
法
）

第
五
条
　
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

一
　
認
証
業
務
の
利
用
の
申
込
み
を
す
る
者
（
以
下
「
利
用
申
込
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
住
民
基
本
台
帳
法

（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
住
民
票
の
写
し
若
し
く
は
住
民
票
記
載

事
項
証
明
書
、
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
（
現
住
所
の
記
載
が
あ
る
証
明
書
の
提
示
又
は
提
出
を
求
め
る
場

合
に
限
る
。
）
若
し
く
は
領
事
官
（
領
事
官
の
職
務
を
行
う
大
使
館
若
し
く
は
公
使
館
の
長
又
は
そ
の
事
務
を

代
理
す
る
者
を
含
む
。
）
の
在
留
証
明
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
書
類

の
提
出
を
求
め
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
以
上
の
も
の
に
よ
り
、
当
該
利
用
申
込
者
の

真
偽
の
確
認
を
行
う
方
法
。
た
だ
し
、
認
証
業
務
の
利
用
の
申
込
み
又
は
ハ
に
規
定
す
る
申
込
み
の
事
実
の
有

無
を
照
会
す
る
文
書
の
受
取
り
を
代
理
人
が
行
う
こ
と
を
認
め
た
認
証
業
務
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
代
理
人
に
対
し
、
そ
の
権
限
を
証
す
る
利
用
申
込
者
本
人
の
署
名
及
び
押
印
（
押
印
し
た
印
鑑
に
係
る
印

鑑
登
録
証
明
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
が
あ
る
委
任
状
（
利
用
申
込
者
本
人
が
国
外
に
居
住
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）
の
提
出
を
求
め
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
い
ず
れ
か

一
以
上
の
も
の
に
よ
り
、
当
該
代
理
人
の
真
偽
の
確
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。

イ
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
旅

券
、
同
法
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離

脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
特
別
永
住
者
証
明
書
、
別
表
に
掲
げ
る
官
公
庁
が
発
行
し
た
免
許
証
、
許
可
証
若
し
く
は
資
格
証
明
書

等
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
官
公
庁
（
独
立
行
政
法
人
（
独

立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
を
い

う
。
）
、
地
方
独
立
行
政
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
）
及
び
特
殊
法
人
（
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又

は
特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成

十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。
）
を
含
む
。
）

が
そ
の
職
員
に
対
し
て
発
行
し
た
身
分
を
証
明
す
る
に
足
り
る
文
書
で
当
該
職
員
の
写
真
を
貼
り
付
け
た
も

の
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
以
上
の
提
示
を
求
め
る
方
法

ロ
　
利
用
の
申
込
書
に
押
印
し
た
印
鑑
に
係
る
印
鑑
登
録
証
明
書
（
利
用
申
込
者
が
国
外
に
居
住
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
）
の
提
出
を
求
め
る
方
法

ハ
　
そ
の
取
扱
い
に
お
い
て
名
宛
人
本
人
若
し
く
は
差
出
人
の
指
定
し
た
名
宛
人
に
代
わ
っ
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
者
（
以
下
「
名
宛
人
等
」
と
い
う
。
）
に
限
り
交
付
す
る
郵
便
（
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類

の
提
示
を
求
め
る
方
法
に
よ
り
名
宛
人
等
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
交
付
す
る
も
の
に
限

る
。
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
よ
り
、
申
込
み
の
事
実
の
有
無
を
照
会
す
る
文
書
を
送
付
し
、
こ
れ
に

対
す
る
返
信
を
受
領
す
る
方
法

（１）
　
イ
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
一
以
上

（２）
　
健
康
保
険
、
国
民
健
康
保
険
、
船
員
保
険
等
の
被
保
険
者
証
、
共
済
組
合
員
証
、
国
民
年
金
手
帳
、
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
若
し
く
は
船
員
保
険
に
係
る
年
金
証
書
又
は
共
済
年

金
、
恩
給
等
の
証
書
の
い
ず
れ
か
二
以
上

（３）
　
（
２
）
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
一
以
上
及
び
学
生
証
、
会
社
の
身
分
証
明
書
又
は
公
の
機
関
が
発

行
し
た
資
格
証
明
書
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
写
真
を
貼
り
付
け
た
も
の
の
い
ず
れ
か

一
以
上

ニ
　
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
も
の
と
同
等
な
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
方
法

二
　
利
用
申
込
者
が
現
に
有
し
て
い
る
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
署
名
用
電
子
証
明
書
に
係
る

電
子
署
名
に
よ
り
当
該
利
用
申
込
者
の
真
偽
の
確
認
を
行
う
方
法

２
　
現
に
電
子
証
明
書
を
有
し
て
い
る
利
用
者
が
当
該
電
子
証
明
書
の
発
行
者
に
対
し
て
新
た
な
電
子
証
明
書
の
利

用
の
申
込
み
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
込
み
に
係
る
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
が
前
項
に
規
定
す
る
方
法

に
よ
り
当
該
利
用
者
の
真
偽
の
確
認
を
行
っ
て
発
行
さ
れ
た
電
子
証
明
書
の
発
行
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
超
え

な
い
日
ま
で
に
満
了
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
発
行
者
は
、
当
該
利
用
者

が
現
に
有
し
て
い
る
電
子
証
明
書
に
係
る
電
子
署
名
に
よ
り
当
該
利
用
者
の
真
偽
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
そ
の
他
の
業
務
の
方
法
）

第
六
条
　
法
第
六
条
第
一
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
利
用
申
込
者
に
対
し
、
書
類
の
交
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
電
子
署
名
の
実
施
の
方
法
及
び
認
証

業
務
の
利
用
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
こ
と
。
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二
　
利
用
申
込
者
の
申
込
み
に
係
る
意
思
を
確
認
す
る
た
め
、
利
用
申
込
者
に
対
し
、
そ
の
署
名
又
は
押
印
（
押

印
し
た
印
鑑
に
係
る
印
鑑
登
録
証
明
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
の
あ
る
利
用
の
申
込
書
そ
の
他

の
書
面
の
提
出
又
は
利
用
の
申
込
み
に
係
る
情
報
（
認
定
を
受
け
た
認
証
業
務
（
以
下
「
認
定
認
証
業
務
」
と

い
う
。
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
係
る
電
子
証
明
書
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
も
の
に

限
る
。
）
の
送
信
を
求
め
る
こ
と
。

三
　
利
用
者
が
電
子
署
名
を
行
う
た
め
に
用
い
る
符
号
（
以
下
「
利
用
者
署
名
符
号
」
と
い
う
。
）
を
認
証
事
業

者
が
作
成
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
利
用
者
署
名
符
号
を
安
全
か
つ
確
実
に
利
用
者
に
渡
す
こ
と
が
で
き

る
方
法
に
よ
り
交
付
し
、
又
は
送
付
し
、
か
つ
、
当
該
利
用
者
署
名
符
号
及
び
そ
の
複
製
を
直
ち
に
消
去
す
る

こ
と
。

三
の
二
　
利
用
者
署
名
符
号
を
利
用
者
が
作
成
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
利
用
者
署
名
符
号
に
対
応
す
る
利
用

者
署
名
検
証
符
号
を
認
証
事
業
者
が
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
受
信
す
る
方
法
に
よ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
利
用
者
識
別
符
号
（
認
証
事
業
者
に
お
い
て
、
一
回
に
限
り
利
用
者
の
識
別
に
用
い
る
符
号
で
あ
っ
て
、

容
易
に
推
測
さ
れ
な
い
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
）
を
安
全
か
つ
確
実
に
当
該
利
用
者
に
渡
す
こ
と

が
で
き
る
方
法
に
よ
り
交
付
し
、
又
は
送
付
し
、
か
つ
、
当
該
利
用
者
の
識
別
に
用
い
る
ま
で
の
間
、
当
該
利

用
者
以
外
の
者
が
知
り
得
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

四
　
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
、
五
年
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
電
子
証
明
書
に
は
、
次
の
事
項
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
　
当
該
電
子
証
明
書
の
発
行
者
の
名
称
及
び
発
行
番
号

ロ
　
当
該
電
子
証
明
書
の
発
行
日
及
び
有
効
期
間
の
満
了
日

ハ
　
当
該
電
子
証
明
書
の
利
用
者
の
氏
名

ニ
　
当
該
電
子
証
明
書
に
係
る
利
用
者
署
名
検
証
符
号
及
び
当
該
利
用
者
署
名
検
証
符
号
に
係
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
の
識
別
子

六
　
電
子
証
明
書
に
は
、
そ
の
発
行
者
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
て
第
二
条
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

七
　
認
証
業
務
に
関
し
、
利
用
者
そ
の
他
の
者
が
認
定
認
証
業
務
と
他
の
業
務
を
誤
認
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

八
　
電
子
証
明
書
に
利
用
者
の
役
職
名
そ
の
他
の
利
用
者
の
属
性
（
利
用
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
生
年
月
日
を
除

く
。
）
を
記
録
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
利
用
者
そ
の
他
の
者
が
当
該
属
性
に
つ
い
て
の
証
明
を
認
定
認
証
業

務
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
誤
認
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

九
　
署
名
検
証
者
（
利
用
者
か
ら
電
子
署
名
が
行
わ
れ
た
情
報
の
送
信
を
受
け
、
当
該
利
用
者
が
当
該
電
子
署
名

を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
電
子
証
明
書
の
発
行
者
を
確
認
す
る

た
め
に
用
い
る
符
号
（
以
下
「
発
行
者
署
名
検
証
符
号
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
容
易
に
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

十
　
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
内
に
お
い
て
、
利
用
者
か
ら
電
子
証
明
書
の
失
効
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
又
は
電

子
証
明
書
に
記
録
さ
れ
た
事
項
に
事
実
と
異
な
る
も
の
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
当
該
電
子
証
明
書

の
失
効
の
年
月
日
そ
の
他
の
失
効
に
関
す
る
情
報
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人

の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
記
録
す
る
こ
と
。

十
一
　
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
内
に
お
い
て
、
署
名
検
証
者
か
ら
の
求
め
に
応
じ
自
動
的
に
送
信
す
る
方
法
そ

の
他
の
方
法
に
よ
り
、
署
名
検
証
者
が
前
号
の
失
効
に
関
す
る
情
報
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

十
二
　
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
電
子
証
明
書
の
失
効
に
関
す
る
情
報
を
記
録
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く

当
該
電
子
証
明
書
の
利
用
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
こ
と
。

十
三
　
認
証
事
業
者
の
連
絡
先
、
業
務
の
提
供
条
件
そ
の
他
の
認
証
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
を
適
切
に
定

め
、
当
該
規
程
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
利
用
者
そ
の
他
の
者
か
ら
の
求
め
に
応
じ
自
動
的
に
送
信
す

る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
そ
の
他
の
者
が
当
該
規
程
を
容
易
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

十
四
　
電
子
証
明
書
に
利
用
者
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
者
か
ら
、
権
利
又
は
利
益
を
侵
害
さ
れ
、
又
は
侵
害
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
求
め
に
応
じ
、
遅
滞
な
く
当
該
電
子
証
明

書
に
係
る
利
用
者
に
関
す
る
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
書
類
を
当
該
申
出
を
行
っ
た
者
に

開
示
す
る
こ
と
。

十
五
　
次
の
事
項
を
明
確
か
つ
適
切
に
定
め
、
か
つ
、
当
該
事
項
に
基
づ
い
て
業
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
。

イ
　
業
務
の
手
順

ロ
　
業
務
に
従
事
す
る
者
の
責
任
及
び
権
限
並
び
に
指
揮
命
令
系
統

ハ
　
業
務
の
一
部
を
他
に
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
委
託
を
行
う
業
務
の
範
囲
及
び
内
容
並
び
に
受
託
者

に
よ
る
当
該
業
務
の
実
施
の
状
況
を
管
理
す
る
方
法
そ
の
他
の
当
該
業
務
の
適
切
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め

の
方
法

ニ
　
業
務
の
監
査
に
関
す
る
事
項

ホ
　
業
務
に
係
る
技
術
に
関
し
充
分
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
の
配
置

ヘ
　
利
用
者
の
真
偽
の
確
認
に
際
し
て
知
り
得
た
情
報
の
目
的
外
使
用
の
禁
止
及
び
第
十
二
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
帳
簿
書
類
の
記
載
内
容
の
漏
え
い
、
滅
失
又
は
毀
損
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置

ト
　
危
機
管
理
に
関
す
る
事
項

十
六
　
認
証
業
務
用
設
備
に
よ
り
行
わ
れ
る
業
務
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
当
該
認
証
業
務
用
設
備
が
設
置
さ
れ
た

室
へ
の
立
入
り
及
び
そ
の
操
作
に
関
す
る
許
諾
並
び
に
当
該
許
諾
に
係
る
識
別
符
号
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
。

十
七
　
複
数
の
者
に
よ
る
発
行
者
署
名
符
号
の
作
成
及
び
管
理
そ
の
他
当
該
発
行
者
署
名
符
号
の
漏
え
い
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
調
査
の
方
法
）

第
七
条
　
法
第
六
条
第
二
項
の
調
査
は
、
職
員
二
人
以
上
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
認
定
の
更
新
の
申
請
）

第
八
条
　
認
定
認
証
事
業
者
は
、
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
現
に
受
け
て
い

る
認
定
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
様
式
第
一
に
よ
り
作
成
し
た
更
新
申
請
書
に
第
三
条

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
既
に
主
務
大

臣
に
提
出
さ
れ
て
い
る
そ
の
書
類
の
内
容
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
当
該
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
の
更
新
に
準
用
す
る
。

（
軽
微
な
変
更
）

第
九
条
　
法
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
主
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
同
一
室
内
に
お
け
る
既
設
の
設
備

と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
設
備
へ
の
変
更
及
び
そ
の
増
設
と
す
る
。

（
変
更
の
認
定
等
）

第
十
条
　
法
第
九
条
第
二
項
の
申
請
書
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
九
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
第
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
（
認
定
若
し
く
は
そ

の
更
新
又
は
変
更
の
認
定
の
申
請
書
に
添
え
て
提
出
さ
れ
た
も
の
に
つ
き
そ
の
内
容
に
変
更
が
あ
る
部
分
に
限

る
。
）
と
す
る
。

３
　
第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
九
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
準
用
す
る
。

４
　
認
定
認
証
事
業
者
は
、
法
第
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
届
出
書
に
変

更
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
十
一
条
　
認
定
認
証
事
業
者
は
、
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
届
出

書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
書
類
）

第
十
二
条
　
法
第
十
一
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
に
関
す
る
帳
簿
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
認
証
業
務
の
利
用
の
申
込
み
に
関
す
る
帳
簿
書
類
で
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
第
六
条
第
一
号
の
説
明
に
関
す
る
記
録

ロ
　
利
用
の
申
込
書

ハ
　
利
用
者
の
真
偽
の
確
認
の
た
め
に
認
証
事
業
者
に
提
出
さ
れ
た
書
類
及
び
提
示
さ
れ
た
証
明
書
等
の
写
し
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ニ
　
利
用
の
申
込
み
に
対
す
る
諾
否
を
決
定
し
た
者
の
氏
名

ホ
　
利
用
の
申
込
み
に
対
す
る
承
諾
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類

ヘ
　
電
子
証
明
書
及
び
そ
の
作
成
に
関
す
る
記
録

ト
　
発
行
者
署
名
検
証
符
号

チ
　
発
行
者
署
名
符
号
の
作
成
及
び
管
理
に
関
す
る
記
録

リ
　
認
証
事
業
者
が
利
用
者
署
名
符
号
を
作
成
し
た
と
き
は
、
当
該
利
用
者
署
名
符
号
の
作
成
及
び
廃
棄
に
関

す
る
記
録
並
び
に
利
用
者
か
ら
の
受
領
書

二
　
電
子
証
明
書
の
失
効
に
関
す
る
帳
簿
書
類
で
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
電
子
証
明
書
の
失
効
の
請
求
書
そ
の
他
の
失
効
に
関
す
る
判
断
に
関
す
る
記
録

ロ
　
電
子
証
明
書
の
失
効
を
決
定
し
た
者
の
氏
名

ハ
　
電
子
証
明
書
の
失
効
の
請
求
に
対
し
て
拒
否
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類

ニ
　
第
六
条
第
十
号
の
失
効
に
関
す
る
情
報
及
び
そ
の
作
成
に
関
す
る
記
録

三
　
認
証
事
業
者
の
組
織
管
理
に
関
す
る
帳
簿
書
類
で
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
第
六
条
第
十
三
号
の
規
程
及
び
そ
の
変
更
に
関
す
る
記
録

ロ
　
第
六
条
第
十
五
号
イ
の
事
項
及
び
そ
の
変
更
に
関
す
る
記
録

ハ
　
第
六
条
第
十
五
号
ロ
の
事
項
及
び
そ
の
変
更
に
関
す
る
記
録

ニ
　
認
証
業
務
の
一
部
を
他
に
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
委
託
契
約
に
関
す
る
書
類

ホ
　
第
六
条
第
十
五
号
ニ
の
監
査
の
実
施
結
果
に
関
す
る
記
録

四
　
設
備
及
び
安
全
対
策
措
置
に
関
す
る
帳
簿
書
類
で
次
に
掲
げ
る
も
の

イ
　
第
四
条
第
一
号
の
措
置
に
関
す
る
記
録
（
映
像
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
第
四
条
第
二
号
の
措
置
に
関
す
る
記
録
（
不
正
な
ア
ク
セ
ス
等
が
あ
っ
た
と
き
の
も
の
に
限
る
。
）

ハ
　
第
四
条
第
三
号
の
認
証
業
務
用
設
備
の
動
作
に
関
す
る
記
録

ニ
　
第
六
条
第
十
六
号
の
許
諾
に
関
す
る
記
録

ホ
　
認
証
業
務
用
設
備
及
び
第
四
条
各
号
の
基
準
に
適
合
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る

記
録

ヘ
　
事
故
に
関
す
る
記
録

ト
　
帳
簿
書
類
の
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
記
録

２
　
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
帳
簿
書
類
は
、
当
該
帳
簿
書
類
に
係
る
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
の

満
了
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
帳
簿
書
類
は
、
作
成
し
た
日
か
ら
認
定
の
更
新
の
日
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
帳
簿
書
類
（
利
用
者
又
は
そ
の
代
理
人
の
署
名
又
は
押
印
が
な
い
書
類
に
限
る
。
）
は
、

電
磁
的
方
法
に
よ
る
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
帳
簿
書
類
（
前
項
に
規
定
す
る
書
類
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
原
本
を
保
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
表
示
）

第
十
三
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
電
子
証
明
書

二
　
認
証
業
務
に
関
す
る
利
用
者
と
の
契
約
に
係
る
書
類

三
　
第
六
条
第
十
号
の
電
子
証
明
書
の
失
効
に
関
す
る
情
報
及
び
同
条
第
十
三
号
の
規
程
そ
の
他
の
認
証
業
務
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
作
成
す
る
電
磁
的
記
録

四
　
認
証
業
務
に
関
す
る
広
告
及
び
宣
伝
用
物
品

五
　
利
用
者
が
電
子
署
名
を
行
う
た
め
に
必
要
な
物
件
そ
の
他
の
利
用
者
に
交
付
す
る
物
件

六
　
利
用
者
の
真
偽
の
確
認
を
行
う
認
証
事
業
者
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場

２
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
は
、
様
式
第
五
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

第
十
四
条
　
第
三
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
は
法
第
十
五
条
第
一
項
の
認
定
に
、
第
九
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定

は
認
定
外
国
認
証
事
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
公
示
）

第
十
五
条
　
法
第
四
条
第
三
項
（
法
第
九
条
第
三
項
（
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
条
第
二
項
（
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
四
条
第
二
項
及
び
法
第
十
六
条
第
二
項
の
公
示
は
、
官
報
で
告
示
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
身
分
証
明
書
）

第
十
六
条
　
法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
証
明
書
は
、
様
式
第
六
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
申
請
等
の
方
法
）

第
十
七
条
　
法
又
は
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
に
対
す
る
申
請
書
等
の
提
出
は
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
法

務
大
臣
の
い
ず
れ
か
に
、
正
本
一
通
及
び
副
本
一
通
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
法
又
は
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
の
う
ち
主
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
も
の
は
、

主
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
電
磁
的
方
法
に
よ
る
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
二
四
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
四
月
一
〇
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
六
月
二
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
八
月
二
八
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
四
月
九
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
二
月
二
八
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
七
月
五
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離

脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九

号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
在
留
者
（
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留

者
を
い
う
。
）
が
所
持
す
る
改
正
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第

百
二
十
五
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
外
国
人
登
録
証
明
書
（
以
下
「
旧
登
録
証
明
書
」
と
い
う
。
）
は
在
留
カ
ー

ド
と
み
な
し
、
特
別
永
住
者
（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理

に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
を
い
う
。
）
が
所
持
す
る
旧
登
録

証
明
書
は
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み
な
す
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
旧
登
録
証
明
書
が
在
留
カ
ー
ド
と
み
な
さ
れ
る
期
間
は
改
正
法
附
則
第
十
五
条
第
二
項
各

号
に
定
め
る
期
間
と
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み
な
さ
れ
る
期
間
は
改
正
法
附
則
第
二
十
八
条
第
二
項
各
号
に

定
め
る
期
間
と
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
八
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
二
八
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
。
以
下
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の

施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
八
号
。
以
下
「
番
号
利
用
法
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
。
以
下
「
旧
住
民
基
本
台
帳
法
」
と
い

う
。
）
第
三
十
条
の
四
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
及
び
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
総
務
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
総
務
省
令
第
七
十
六

号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
自
治
省
令
第
三
十
五
号
）
別

記
様
式
第
二
の
様
式
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
番
号
利
用
法
整
備
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
四
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
効
力
を

失
う
時
ま
で
の
間
は
、
番
号
利
用
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
三
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
総
合
調
整
等
に
関
す
る
機
能
の
強
化
の
た
め
の
国
家
行
政
組
織
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
六
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
月
一
六
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
〇
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
二
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
八
月
二
七
日
総
務
省
・
法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
四
月
一
日
デ
ジ
タ
ル
庁
・
法
務
省
令
第
一
号
）

こ
の
命
令
は
、
年
金
制
度
の
機
能
強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令

和
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
五
条
第
一
項
関
係
）

運
転
免
許
証

船
員
手
帳

海
技
免
状

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証

猟
銃
・
空
気
銃
所
持
許
可
証

戦
傷
病
者
手
帳

宅
地
建
物
取
引
士
証

電
気
工
事
士
免
状

無
線
従
事
者
免
許
証

認
定
電
気
工
事
従
事
者
認
定
証

特
種
電
気
工
事
資
格
者
認
定
証

耐
空
検
査
員
の
証

航
空
従
事
者
技
能
証
明
書

運
航
管
理
者
技
能
検
定
合
格
証
明
書

動
力
車
操
縦
者
運
転
免
許
証

教
習
資
格
認
定
証

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
格
証
明
書
（
警
備
員

等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
）
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る

廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
）
第
八
条
に
規

定
す
る
合
格
証
を
含
む
。
）
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様
式
第
１
（
第
３
条
第
１
項
及
び
第
８
条
第
１
項
関
係
）

様式第1（第3条第1項及び第8条第1項関係）（平18総省法省経産令1・平24総省法省経産令1・令元総省法省経産令1・令2総省法省経産令3・一部改正） 認定（更新）申請書 年月日 主務大臣殿 申請者の住所 申請者の氏名又は名称及び法人 にあってはその代表者の氏名 電子署名及び認証業務に関する法律第4条第1項（第7条第1項、第15条第1項、第15条第2項において準用する同法第7条第1項）の認定（更新）を受けたいので、下記のとおり申請します。 記 1申請に係る認証業務の名称 2業務の用に供する設備の要 3業務の実施の方法 備考1不要の文字は、消除すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 3登録免許税を納めなければならない場合にあっては当該登録免許税の領収証書をこの申請書の裏面に貼り付け、手数料を納めなければならない場合にあっては当該手数料の額に相当する収入印紙をこの申請書の左上に消印せずに貼り付けること。 六一一一・32  

様
式
第
２
（
第
１
０
条
第
１
項
関
係
）

様式第2（第10条第1項関係）（平18総省法省経産令1・平24総省法省経産令1・令元総省法省経産令1・令2総省法省経産令3・一部改正） 変更認定申請書 年月日 主務大臣殿 申請者の住所 申請者の氏名又は名称及び法人 にあってはその代表者の氏名 電子署名及び認証業務に関する法律第9条第1項（第15条第2項において準用する同法第9条第1項）の変更の認定を受けたいので、下記のとおり申請します。 記 1申請に係る認証業務の名称 2変更の内容 3変更の理由 備考1不要の文字は、消除すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 3手数料の額に相当する収入印紙をこの申請書の左上に消印せずに貼り付けること。 六一一一・33  
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様
式
第
３
（
第
１
０
条
第
４
項
関
係
）

様式第3（第10条第4項関係）（令元総省法省経産令1・令2総省法省経産令3・一部改正） 変更届出書 年月日 主務大臣殿 届出者の住所 届出者の氏名又は名称及び法人 にあってはその代表者の氏名 電子署名及び認証業務に関する法律第9条第4項（第15条第2項において準用する同法第9条第4項）の規定により、下記のとおり届け出ます。 記 1届出に係る認証業務の名称 2変更前の氏名等 3変更後の氏名等 4変更の理由 備考1不要の文字は、消除すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 六一一一・34  

様
式
第
４
（
第
１
１
条
関
係
）

様式第4（第11条関係）（令元総省法省経産令1・令2総省法省経産令3・一部改正） 廃止届出書 年月日 主務大臣殿 届出者の住所 届出者の氏名又は名称及び法人 にあってはその代表者の氏名 認定に係る業務を廃止するので、電子署名及び認証業務に関する法律第10条第1項（第15条第2項において準用する同法第10条第1項）の規定により、下記のとおり届け出ます。 記 1届出に係る認証業務の名称 2廃止しようとする年月日 3廃止の理由 備考1不要の文字は、消除すること。 2用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 六一一一・35  
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様
式
第
５
（
第
１
３
条
第
２
項
関
係
）

様式第5（第13条第2項関係） 「電子署名法認定認証業務」若しくは「AccreditedundereSignatureLaw(Japan）」又は 注1認定に係らない業務を認定に係る業務と誤認されるおそれがないように表示を付すること。 2色彩は、適宜とする。 六一一一・36  

様
式
第
６
（
第
１
６
条
関
係
）

様式第6（第16条関係）（令元総省法省経産令1・一部改正） （表） 番号 電子署名及び認証業務に関する法律第35条第4項の規定による 立入検査証 職名及び氏名 年月日交付 発行者印 （裏） 電子署名及び認証業務に関する法律抜粋 第35条主務大臣は、この法律の施行に必要な限度において、認定認証事業 者に対し、その認定に係る業務に関し報告をさせ、又はその職員に、認定 認証事業者の営業所、事務所その他の事業場に立ち入り、その認定に係る 業務の状況若しくは設備、帳簿書類その他の物件を検査させ、若しくは関 係者に質問させることができる。 2主務大臣は、この法律の施行に必要な限度において、指定調査機関に対 し、その業務に関し報告をさせ、又はその職員に、指定調査機関の事務所 に立ち入り、業務の状況若しくは帳簿、書類その他の物件を検査させ、若 しくは関係者に質問させることができる。 3第1項の規定は認定外国認証事業者に、前項の規定は承認調査機関に、 それぞれ準用する。 4第1項及び第2項（それぞれ前項において準用する場合を含む。）の規定 により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に 提示しなければならない。 5第1項及び第2項（それぞれ第3項において準用する場合を含む。）の規 定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈して はならない。 第44条次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。 三第35条第1項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又 は同項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは同項 の規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をした者 第45条次の各号のいずれかに該当するときは、その違反行為をした指定調 査機関の役員又は職員は、30万円以下の罰金に処する。 三第35条第2項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又 は同項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは同項 の規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をしたと き。 備考用紙の大きさは、日本産業規格B8とすること。 
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